
六
月
・
七
月
の
運
勢

気
学
で
は
午
六
月

六
月
五
日
（
芒
種
）
節
入
り

道天ア
破

気生
気
学
で
は
未
七
月

七
月
七
日
（
小
暑
）
節
入
り

ア

破

天
道

六
月
筮
ー
水
雷
屯
の
六
三

七
月
筮
ー
地
沢
臨
の
六
三

中
宮
に
入
り
多
事
多
用
で

気
が
疲
れ
る
。
運
気
は
雑
然

含
み
な
の
で
方
針
を
決
め
て

進
め
る
。
家
族
や
知
人
の
問

題
は
長
引
く
、
仕
事
や
金
銭

は
厳
し
く
家
庭
は
女
性
上
位

愛
情
に
富
む
。
体
調
は
疲
労

胃
腸
、
皮
膚
、
頭
痛
に
対
処
。

七
月
は
活
気
あ
り
人
と
の

出
会
い
が
楽
し
い
。
上
旬
は

積
極
的
に
下
旬
は
家
族
と
の

対
話
。
仕
事
は
我
慢
と
妥
協

愛
情
表
現
は
大
胆
さ
で
示
す
。

体
調
は
咽
喉
、
腰
部
、
動
悸

精
神
疲
労
、
平
穏
さ
で
安
心

六
月
筮
ー
雷
水
解
の
六
三

七
月
筮
ー
離
為
火
の
上
九

何
か
と
気
掛
り
問
題
の
処

理
と
生
活
の
知
恵
を
生
か
す
。

仕
事
は
焦
ら
ず
着
実
、
家
庭

内
の
不
備
は
と
に
か
く
改
善
、

親
子
の
情
愛
深
く
金
銭
支
出

は
縮
め
て
安
全
、
交
際
は
慎

重
に
接
す
る
。
頭
重
、
口
腔

首
と
肩
凝
り
、
多
汗
さ
対
処
。

七
月
は
気
分
落
着
く
の
が

良
く
仕
事
欲
張
ら
ず
程
々
に

芸
術
鑑
賞
や
趣
味
を
楽
し
む

な
ど
ご
機
嫌
。
交
友
は
下
旬

口
論
用
心
と
資
金
投
資
を
避

け
る
。
不
規
則
、
過
食
、
歯

と
食
道
、
筋
肉
低
下
の
対
策
。

六
月
筮
ー
雷
地
予
の
六
二

七
月
筮
ー
火
雷
噬
嗑
の
六
五

急
ぎ
が
終
り
一
段
落
裕
り

の
家
庭
食
、
希
望
あ
り
中
旬

に
期
待
あ
り
。
金
運
は
予
算

に
合
わ
せ
予
定
の
支
出
、
仕

事
は
前
半
慎
重
に
後
半
は
調

子
に
乗
り
実
績
そ
し
て
友
人

の
助
言
吉
。
歯
の
具
合
、
鼻

炎
、
花
粉
症
、
気
管
に
用
心
。

七
月
は
公
私
の
忙
し
さ
と

暑
さ
負
け
。
予
定
変
更
に
も

騒
が
ず
柔
軟
対
処
。
中
旬
の

誤
解
と
仕
事
ミ
ス
を
さ
け
て

家
庭
で
は
母
性
愛
の
喜
こ
び

多
し
。
筋
肉
痛
、
皮
膚
、
便

秘
、
寝
不
足
、
気
温
負
用
心
。

六
月
筮
ー
地
風
升
の
初
六

七
月
筮
ー
天
風
姤
の
九
二

最
近
は
仕
事
に
追
わ
れ
る

が
上
手
に
凌
ぐ
と
き
。
縁
故

知
人
の
交
際
は
見
栄
を
張
ら

ず
人
の
意
見
は
素
直
に
聞
く

金
銭
の
不
快
さ
と
不
要
品
買

い
が
怖
い
。
見
聞
や
小
旅
行

吉
。
多
忙
疲
れ
、
足
腰
の
筋

肉
痛
、
胃
腸
張
り
な
ど
処
置
。

七
月
は
心
に
余
裕
を
持
つ

こ
と
。
成
功
を
焦
れ
ば
失
敗

急
が
ば
回
れ
の
精
神
で
い
く
。

展
示
会
や
通
信
販
売
は
衝
動

買
い
を
さ
け
て
無
事
。
異
性

の
交
際
慎
重
に
。
視
力
や
歯

痛
。
頭
痛
、
精
神
面
の
養
生
。

六
月
筮
ー
山
火
賁
の
六
四

七
月
筮
ー
風
天
小
畜
の
上
九

諸
事
に
わ
た
り
平
穏
に
過

ご
す
の
が
良
く
相
手
に
歩
調

を
合
わ
せ
る
。
仕
事
は
内
容

確
認
、
金
銭
問
題
は
キ
チ
ン

と
定
め
手
紙
や
メ
ー
ル
の
意

味
理
解
。
金
銭
は
財
布
を
締

め
る
。
意
外
と
胃
腸
や
気
血

の
結
滞
、
目
や
歯
に
違
和
感
。

七
月
の
運
気
は
自
重
、
計

画
案
は
待
機
の
こ
と
。
今
日

の
努
力
は
明
日
の
実
り
の
気

持
で
仕
事
は
確
実
に
。
親
子

夫
婦
の
愛
は
和
み
、
趣
味
嗜

好
を
楽
し
む
。
寝
冷
え
と
風

邪
、
足
腰
、
腎
泌
を
大
事
に
。

六
月
筮
ー
沢
天
夬
の
九
三

七
月
筮
ー
沢
風
大
過
の
九
二

頭
を
高
く
す
る
と
抑
え
ら

れ
る
。
辛
抱
は
す
べ
て
の
門

を
開
く
今
は
た
だ
待
つ
の
み
。

公
私
に
金
銭
が
絡
む
事
柄
は

裏
目
に
出
や
す
い
。
交
際
面

は
下
旬
注
意
。
坎
離
で
目
と

歯
、
循
環
器
系
、
胃
腸
予
防
。

七
月
は
先
を
急
が
ず
現
状

維
持
、
背
伸
び
せ
ず
着
実
に

励
め
ば
吉
。
仕
事
は
徐
々
に

積
上
げ
家
庭
問
題
は
復
調
の

兆
候
、
金
運
は
軟
調
気
味
し

か
し
社
交
で
学
ぶ
友
情
は
快

哉
。
体
調
は
無
理
を
せ
ず
に
。

関
節
、
気
血
、
胃
腸
に
用
心
。

六
月
筮
ー
天
火
同
人
の
九
四

七
月
筮
ー
地
水
師
の
六
四

良
い
種
も
蒔
か
ね
ば
生
え

ぬ
、
将
来
の
た
め
に
基
礎
固

め
に
徹
す
る
。
小
事
で
も
勤

勉
さ
で
周
囲
同
調
、
粘
り
の

精
神
で
運
気
回
復
。
旧
友
と

の
交
遊
は
情
報
楽
し
む
。
家

計
費
の
出
費
増
え
、
消
化
器

下
痢
、
の
ど
、
腓
痛
に
対
処
。

こ
む
ら

七
月
は
旧
態
を
改
め
一
歩

前
進
、
中
旬
頃
躍
進
の
チ
ャ

ン
ス
で
も
成
果
こ
だ
わ
ら
ず
。

家
事
家
具
の
活
用
と
通
信
手

段
で
人
脈
を
拡
げ
る
が
収
支

の
乱
れ
あ
り
。
皮
膚
、
熱
症

座
骨
と
神
経
ス
ト
レ
ス
対
策
。

六
月
筮
ー
地
雷
復
の
六
四

七
月
筮
ー
火
沢
暌
の
六
三

先
見
の
明
を
表
わ
す
、
新

た
な
目
標
に
向
け
進
め
る
と

き
。
そ
れ
は
温
故
知
新
で
す
。

交
際
上
手
で
も
不
馴
れ
な
こ

と
に
手
出
し
、
軽
率
な
発
言

を
さ
け
金
銭
は
予
定
外
出
費

が
続
く
。
風
邪
、
気
管
、
血

行
筋
力
疲
れ
、
足
元
な
ど
用

心
。

七
月
は
活
躍
の
チ
ャ

ン
ス
に
乗
り
勢
い
づ
く
。
信

頼
に
答
え
る
友
情
と
厄
介
事

の
相
談
な
ど
で
気
疲
れ
気
味
、

人
脈
は
宝
な
の
で
大
切
、
金

運
良
好
。
花
粉
や
ア
レ
ル
ギ
ー

の
ど
と
声
帯
な
ど
日
常
管
理
。

六
月
筮
ー
沢
火
革
の
九
四

七
月
筮
ー
沢
風
大
過
の
初
六

今
月
は
公
私
共
に
活
気
に

満
ち
前
向
き
、
難
問
の
打
開

は
人
の
知
恵
を
借
り
て
善
処

千
客
万
来
の
つ
も
り
で
柔
軟

さ
の
社
交
術
。
金
運
は
見
込

み
あ
り
親
戚
や
知
人
の
交
際

は
丁
寧
に
。
湿
度
と
発
汗
、

風
邪
、
微
熱
な
ど
健
康
管
理
。

七
月
は
平
穏
な
経
過
で
も

暑
さ
負
け
に
用
心
、
住
居
の

模
様
替
や
気
晴
ら
し
外
出
あ

り
。
仕
事
や
用
件
長
引
く
、

金
運
は
計
算
ミ
ス
配
慮
。
何

事
も
持
久
運
。
歯
と
胃
腸
、

過
食
、
腓
が
え
り
に
用
心
を
。

福
田

有
宵

第５１号 有 宵 会 だ よ り 平成２４年５月吉日

第5１号

発行所

特定非営利活動法人

岳易館・有宵会

編集 広報部

松戸市新松戸１－６４

九
星
と
易
断
に
よ
る

９ ５ ７

８ １ ３

４ ６ ２

８ ４ ６

７ ９ ２

３ ５ １

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢



三
月
三
十
一
日
（
土
）
足

立
区
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳

易
館
・
有
宵
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
佐
藤
宗
昡
先
生
の

司
会
進
行
の
も
と
、
今
回
は

福
田
有
宵
先
生
か
ら
「
手
相

に
よ
る
病
占
」
と
「
易
と
気

学
に
よ
る
四
月
・
五
月
の
運

勢
判
断
」
の
ご
教
授
を
頂
き

ま
し
た
。

第
一
部
「
手
相
に
よ
る
病

占
」

福
田
有
宵
先
生

本
日
は
、
手
相
に
よ
る
病
占

で
す
。
今
日
本
は
年
金
や
老

人
医
療
な
ど
大
変
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
病
気

に
な
っ
て
か
ら
治
療
す
る
か
、

又
は
予
防
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
国
は
予
防
に
力
を
入
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
予
算
が

充
分
な
く
、
入
院
と
も
な
る

と
三
ヶ
月
で
病
院
を
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
え

に
個
人
が
健
康
管
理
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
で
き
な
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身

体
の
病
状
を
知
る
に
は
人
相

と
手
相
が
あ
り
、
又
精
神

（
心
の
問
題
）
と
の
三
要
素

で
人
相
を
知
る
・
手
相
を
知

る
・
心
を
知
る
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
分
析
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
我
が
身

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
は
ど

う
い
う
点
か
が
解
っ
て
き
ま

す
。
手
相
に
つ
い
て
は
、
基

本
が
大
切
で
す
の
で
、
プ
リ

ン
ト
を
も
と
に
勉
強
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
目
は
口
ほ
ど

に
物
を
言
う
と
言
い
ま
す
。

目
は
動
く
か
ら
解
り
や
す
い

の
で
す
が
、
手
は
固
定
さ
れ

た
状
態
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
何
処
に
違
い
が
あ
る

か
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。
例
え
ば
、
話
を
す

る
時
の
手
の
仕
種
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
そ
れ
も
手
相
に

入
り
ま
す
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん

の
人
は
、
手
の
動
き
が
緩

(
ゆ
る
)
や
か
で
大
き
く
前

に
出
し
隠
し
ま
せ
ん
。
内
向

的
な
人
は
、
手
を
動
か
さ
ず

前
に
出
さ
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
五
指
か
ら
入
り

ま
す
が
、
拇
指
―
金
星
丘
―

生
命
線
と
三
ヶ
所
が
関
連
し

て
い
る
の
で
一
点
だ
け
を
み

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
食
指
―

木
星
丘
―
向
上
線
、
中
指
―

土
星
丘
―
運
命
線
、
無
名
指

―
太
陽
丘
―
太
陽
線
、
小
指

―
水
星
丘
―
配
偶
者
線
（
子

供
が
現
れ
る
の
で
生
殖
腺
と

も
）
が
あ
り
、
特
に
丘
に
は

意
味
が
あ
り
ま
す
。
次
に
手

型
を
参
考
に
し
ま
す
。
手
型

に
は
七
種
類
あ
り
、
手
型
と

丘
と
線
を
関
連
づ
け
て
み
ま

す
。
例
え
ば
、
女
性
は
円
錐

型
が
多
く
指
の
基
節
が
太
く

全
体
に
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い

て
、
四
角
型
は
男
性
に
多
く

指
が
筒
型
で
手
の
平
は
膨
ら

み
が
少
な
い
で
す
が
、
そ
の

中
で
ど
の
丘
が
際
立
つ
か
を

み
ま
す
。
基
本
の
ラ
イ
ン
は

手
型
で
あ
り
、
最
初
に
与
え

ら
れ
た
部
位
で
そ
の
後
に
他

の
部
位
の
成
長
が
あ
り
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
で
プ
リ
ン
ト

の
内
容
は
全
部
掲
載
し
て
い

な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、

プ
リ
ン
ト
の
順
に
先
生
の
口

述
を
記
し
ま
す
の
で
プ
リ
ン

ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
相
は
大
脳
と
直
結

（
１
）
人
体
と
手
相
に
つ

い
て

脳
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
臓

器
に
変
調
を
き
た
す
と
自
律

神
経
か
ら
大
脳
に
直
結
し
脳

脊
髄
神
経
か
ら
手
に
変
化
が

現
れ
る
。

（
２
）
変
化
し
な
い
部
位

変
化
し
な
い
部
位
は
指
紋
と

掌
紋
で
一
生
不
変
。
変
化
す

る
部
位
は
線
・
丘
・
指
や
爪

の
形
、
手
の
硬
さ
な
ど
。
線

は
三
十
本
あ
り
、
十
五
本
は

覚
え
て
く
だ
さ
い
。
丘
は
張

り
具
合
に
個
人
差
が
あ
り
。

指
や
爪
の
形
、
硬
さ
は
手
型

に
よ
り
ま
す
。
最
も
大
切
な

の
は
色
で
三
色
。
錆
び
た
色

の
過
去
色
、
生
き
々
と
し
た

現
在
色
、
未
来
色
は
蕾
で
あ

り
時
間
の
推
移
を
表
す
。
例

え
ば
生
命
線
と
交
わ
る
所
の

胃
や
胆
嚢
の
部
分
が
ど
の
よ

う
な
色
か
を
見
ま
す
。
温
度

は
同
じ
状
況
で
の
差
を
比
べ

る
必
要
と
体
温
の
問
題
が
あ

り
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が

冷
た
く
、
冷
え
症
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
３
）
手
の
甲
―
五
指
と
内

臓
器
官

手
の
ひ
ら
―
三
大

線
と
丘
に
つ
い
て

①
拇
指
―
主
に
心
臓
系
。
金

星
丘
と
生
命
線
を
み
る
。
生

命
線
は
消
化
器
系
で
、
心
臓

を
入
れ
て
は
ど
う
か
と
言
わ

れ
て
い
る
が
生
命
力
が
最
後

ま
で
必
要
な
の
は
心
臓
で
あ

る
か
ら
重
要
視
し
ま
す
。
又

金
星
丘
は
、
拇
指
丘
と
も
言
っ

て
本
能
（
情
）
も
み
ま
す
。

②
食
指
―
生
命
線
の
起
点
を

中
心
に
し
て
丘
を
み
る
。
栄

養
器
官
を
司
り
肝
機
能
、
胃
、

胆
嚢
も
入
り
、
暴
飲
暴
食
を

す
る
と
食
指
が
硬
直
し
こ
れ

は
直
ち
に
現
れ
る
。
丘
が
ピ

ン
ク
で
艶
の
良
く
張
り
の
あ

る
の
は
、
勢
い
が
あ
り
指
導

力
を
表
し
て
い
ま
す
。

③
中
指
―
中
指
は
自
分
自
身

な
の
で
心
臓
。
感
情
線
の
中

指
の
下
に
島
が
現
れ
る
と
心

臓
疾
患
と
言
わ
れ
、
先
天
性

の
も
の
が
多
く
子
供
に
多
い
。

手
術
を
す
る
べ
き
か
の
相
談

の
時
は
生
命
線
と
健
康
線
を

合
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

大
切
な
の
は
ど
ち
ら
側
に
あ

る
か
で
、
両
手
の
同
じ
所
に

あ
る
の
は
厳
し
く
、
右
手
に

無
い
の
は
回
復
の
見
込
み
が

あ
る
。
心
臓
は
土
星
丘
、
太

陽
丘
を
主
と
し
水
星
丘
ま
で

入
れ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
中
指
は
精
神
的
に
は
内

省
的
（
遠
慮
）
性
質
の
部
位

で
指
の
長
さ
で
判
断
し
ま
す
。

④
無
名
指
―
神
経
系
統
で
特

に
目
の
神
経
系
統
を
主
と
し

視
力
の
問
題
は
当
た
る
。
太

陽
丘
の
張
り
具
合
が
小
指
に

寄
る
か
中
指
に
寄
る
か
で
違

い
が
あ
る
。
太
陽
丘
の
下
の

島
は
視
力
を
表
し
、
五
人
に

一
人
は
島
が
あ
り
白
内
障
や

目
の
疲
れ
は
島
の
大
小
や
形
、

色
な
ど
で
違
い
が
あ
り
、
心

臓
と
神
経
に
関
係
し
て
い
る
。

現
在
の
様
子
は
色
で
み
る
。

蒙
色
（
鼠
色
や
茶
色
系
）
は

酷
く
な
っ
て
い
る
。
神
経
系

統
は
左
右
を
み
て
三
要
素
を

み
る
こ
と
で
三
権
視
と
言
う
。

⑤
小
指
―
生
殖
系
統
。
こ
れ

は
結
婚
線
が
あ
り
、
交
わ
り

か
ら
小
指
・
丘
・
線
の
三
要

素
を
入
れ
て
確
認
す
る
。
肺

臓
（
気
管
支
系
）
、
月
丘
の

方
は
循
環
器
系
、
婦
人
科
系

や
男
性
は
前
立
腺
。
又
月
丘

は
精
神
想
像
の
部
分
で
も
あ

り
、
頭
の
判
断
は
循
環
器
系

が
司
り
ま
す
。
手
首
の
所
の

地
丘
は
生
殖
器
系
で
、
手
首

も
健
康
を
表
す
の
で
関
連
づ

け
て
判
断
す
る
。

（
４
）
左
右
の
手
―
左
右
の

手
の
差
が
無
い
の
は
平
穏
。

右
手
の
線
が
多
く
変
化
が
あ

る
の
は
発
達
と
み
て
、
先
を

み
る
所
で
す
。
左
手
は
先
天

的
要
素
で
青
年
か
ら
中
年
・

晩
年
に
な
っ
て
ど
ち
ら
が
低

下
す
る
か
を
み
ま
す
。

（
５
）
生
命
線
（
本
能
線
）

―
障
害
線
は
急
性
の
病
気
や

災
難
だ
が
軽
い
。
島
は
慢
性

的
要
素
。
線
の
切
断
は
厳
し

い
。
障
害
線
は
急
性
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
部
位
に
不
調
不

良
不
満
不
備
を
表
し
サ
イ
ン

を
送
る
。
又
赤
点
は
急
性
で
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免
れ
る
が
、
黒
点
は
免
れ
な

い
。

感
情
線
（
本
能
線
）
―
小
指

の
所
に
循
環
器
を
入
れ
る
考

え
か
ら
、
手
や
指
の
麻
痺
は

感
情
線
の
乱
れ
を
み
る
。
頭

脳
線
、
生
命
線
は
余
り
乱
れ

な
い
が
、
感
情
線
は
感
性
が

鋭
く
表
現
が
豊
か
な
こ
と
で

変
わ
り
や
す
く
、
乱
れ
る
。

頭
脳
線
（
理
知
線
）
―
頭
部

と
神
経
の
障
害
で
頭
の
中
の

疾
患
。
注
意
し
て
島
を
良
く

み
る
。
島
が
あ
る
場
合
は
問

題
だ
が
軽
く
言
う
こ
と
。
線

上
の
島
に
枝
線
が
入
り
格
子

状
や
網
状
な
ど
に
変
化
す
る

こ
と
が
頭
の
変
化
と
言
え
る
。

頭
脳
線
の
全
く
無
い
人
も
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
後
の
テ
ー

マ
と
し
ま
す
。
枡
掛
け
線
は

頭
脳
線
も
あ
り
三
本
あ
り
ま

す
。

運
命
線
―
人
生
の
見
通
し
を

つ
け
、
そ
の
人
の
経
歴
・
履

歴
が
出
る
。
生
存
中
に
お
け

る
住
居
の
変
更
、
職
業
の
変

更
等
、
適
職
は
頭
脳
線
で
み

る
が
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

て
い
る
か
は
運
命
線
と
併
せ

て
み
る
。
大
脳
の
前
半
は
木

星
丘
か
ら
知
覚
神
経
で
知
能

を
、
大
脳
の
後
半
は
太
陽
丘

か
ら
高
等
感
情
。
こ
の
二
つ

を
分
け
て
通
る
の
が
運
命
線

で
、
運
命
線
を
導
く
の
は
当

初
拇
指
を
中
心
と
し
、
自
分

で
勝
負
を
か
け
て
い
る
。
無

名
指
や
小
指
に
近
い
方
は
社

会
性
を
表
し
、
本
人
だ
け
で

な
く
社
会
が
ど
う
評
価
す
る

か
で
太
陽
線
が
出
て
き
ま
す
。

太
陽
線
（
第
二
運
命
線
・
個

性
線
）
―
芸
術
才
能
、
名
誉
、

名
声
、
名
誉
欲
は
食
指
で
あ

り
木
星
丘
に
あ
る
。
そ
の
実

績
を
作
る
の
が
無
名
指
と
太

陽
丘
で
食
指
と
関
連
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
財
的
繁
栄

は
太
陽
丘
が
必
要
で
、
水
星

丘
は
頭
を
使
っ
て
財
を
考
え

る
。
結
果
を
出
す
の
は
太
陽

丘
で
あ
る
。

健
康
線
―
下
の
方
か
ら
出
て

感
情
線
ま
で
伸
び
、
感
情
線

の
上
ま
で
は
行
か
な
い
。
肝

臓
線
と
も
言
わ
れ
肝
機
能
、

皮
膚
と
関
連
が
強
い
。
月
丘

の
肉
付
き
と
火
星
平
原
の
出

方
を
良
く
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（
６
）
疾
病
を
示
す
丘

手
型
が
あ
っ
て
各
配
置
が
あ

る
の
で
手
型
を
み
る
こ
と
が

大
切
。
体
質
は
手
型
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
た
時

か
ら
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
判

断
す
る
。
余
り
変
わ
ら
な
い

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

①
木
星
丘
―
脳
卒
中
は
循
環

器
か
ら
で
す
の
で
、
中
指
と

無
名
指
で
土
星
丘
・
太
陽
丘
・

金
星
丘
で
あ
り
、
木
星
丘
は

胃
と
肝
胆
機
能
が
代
表
で
脳

卒
中
は
無
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
意
欲
を
見
る
所
で
あ
る

か
ら
過
労
か
ら
く
る
脳
卒
中

で
あ
る
。
肺
疾
患
は
小
指
や

水
星
丘
を
み
て
い
る
が
、
跨
っ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

②
土
星
丘
―
神
経
過
敏
症
。

痔
が
何
故
入
っ
て
い
る
か
。

栄
養
器
官
を
司
り
、
食
指
と

木
星
丘
を
入
れ
消
化
器
系
を

入
れ
て
い
る
。
血
液
下
行
と

は
貧
血
の
よ
う
な
も
の
。
土

星
丘
の
面
積
を
み
て
麻
痺
は

半
身
・
全
身
の
麻
痺
を
み
る
。

麻
痺
に
な
る
と
手
の
中
に
拇

指
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。

心
臓
系
を
表
し
本
能
的
に
大

事
に
し
た
い
と
思
う
か
ら
、

拇
指
を
中
に
入
れ
る
と
力
が

入
る
。
卒
中
系
は
拇
指
に
関

係
が
深
い
。
歯
は
八
卦
法
の

九
紫
か
ら
。
耳
は
腎
系
統
で

易
の
坎
か
ら
風
邪
を
ひ
き
耳

に
影
響
し
て
く
る
。

③
太
陽
丘
―
動
悸
・
動
脈
瘤

は
血
行
障
害
に
な
る
か
ら
。

子
供
の
頃
か
ら
無
名
指
の
下

感
情
線
に
島
が
出
る
と
近
眼

の
要
素
が
あ
る
。
遠
視
は
現

れ
な
い
。

④
水
星
丘
―
胆
肝
機
能
に
つ

い
て
は
、
肝
臓
線
が
健
康
線

に
あ
り
水
星
丘
に
行
き
た
が

る
か
ら
で
、
本
来
は
生
殖
系

な
の
で
そ
の
関
連
を
み
る
。

予
備
知
識
が
あ
れ
ば
総
合
判

断
が
で
き
る
。
神
経
過
敏
と

は
神
経
は
太
陽
丘
に
あ
り
、

そ
こ
に
神
経
が
走
る
か
ら
で

あ
る
。

⑤
第
二
火
星
丘
―
咽
頭
炎
・

気
管
支
炎
・
血
液
障
害
は
、

感
情
線
を
跨
い
で
第
二
火
星

丘
が
あ
り
、
二
つ
の
丘
に
一

つ
の
線
が
仕
切
る
。
ど
う
作

用
す
る
か
は
蒙
色
や
キ
ズ
や

ケ
ロ
イ
ド
な
ど
が
あ
る
か
を

み
ま
す
。

⑥
月
丘
―
腎
臓
・
膀
胱
・
水

腫
・
結
石
・
視
力
減
退
・
痛

風
・
貧
血
・
婦
人
病
な
ど
で

面
積
は
金
星
丘
の
次
に
広
い
。

そ
の
違
い
に
あ
っ
た
時
に
個

性
が
で
る
。
手
型
で
尖
頭

（
せ
ん
と
う
）
型
の
人
は
狭

い
。
小
指
の
下
に
打
撃
（
だ

げ
き
）
線
が
あ
り
第
二
火
星

丘
が
張
り
を
作
り
や
る
気
が

出
る
。
そ
の
部
分
が
減
っ
て

く
る
と
体
力
が
落
ち
る
。
貧

血
は
冷
え
で
手
の
色
が
白
い
。

手
の
色
は
指
の
股
が
地
色
で

変
わ
ら
な
い
。
痛
風
の
尿
酸

系
が
何
故
月
丘
に
出
る
か
を

解
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑦
金
星
丘
―
生
殖
器
で
手
首

線
の
一
部
に
も
あ
る
。
広
さ

が
一
番
あ
り
、
生
殖
器
は
小

指
・
水
星
丘
・
地
丘
な
の
だ

が
、
生
命
線
は
消
化
器
を
中

心
に
し
て
内
臓
全
体
が
入
り

命
を
与
え
て
く
れ
て
い
て
、

生
殖
器
は
肉
体
を
通
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

⑧
第
一
火
星
丘
―
こ
の
部
位

の
陥
没
は
性
病
な
ど
で
、
良

く
覚
え
て
お
く
こ
と
。
反
対

に
張
っ
て
い
る
の
は
フ
ァ
イ

ト
マ
ン
で
自
分
の
ペ
ー
ス
を

通
す
。
張
っ
て
い
る
方
が
望

ま
し
い
。
欠
け
て
く
る
と
粘

り
が
無
く
な
る
。
生
き
て
行

く
望
み
は
火
星
丘
が
必
要
で

あ
る
。

⑨
火
星
平
原
―
栄
養
全
体
の

健
康

健
康
線
―
病
占
は
三
大
線
プ

ラ
ス
健
康
線
が
テ
ー
マ
で
貧

弱
は
頭
脳
線
の
障
害
。
水
星

丘
に
向
か
う
と
こ
ろ
に
意
味

が
あ
り
、
障
害
は
頭
脳
線
を

切
る
た
め
。
次
に
三
大
線
と

比
べ
て
太
い
か
（
巾
）
狭
い

か
を
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
線
に

は
長
短
・
太
さ
・
深
い
か
浅

い
か
が
あ
り
、
三
点
を
比
較

す
る
こ
と
。
又
島
が
出
て
い

る
か
千
差
万
別
で
あ
る
の
で

健
康
線
は
調
べ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
健
康
線
は
一
病
息

災
の
よ
う
に
病
気
に
対
す
る

意
識
。
判
断
力
は
頭
脳
線
が

大
切
で
ど
の
よ
う
に
管
理
で

き
る
か
で
す
。
蒼
白
は
、
感

情
線
の
近
く
が
心
臓
で
あ
り
、

ど
の
線
に
近
づ
く
か
で
線
と

の
意
味
を
合
わ
せ
る
こ
と
。

（
７
）
手
型
・
ど
の
手
形
に

現
れ
る
か

①
四
角
型
の
手
―
四
角
型
の

手
は
指
が
筒
型
で
色
は
白
く

な
い
。
神
経
痛
・
胆
石
（
胃

と
肝
機
能
が
入
る
）
・
神
経

病
は
無
名
指
と
太
陽
丘
と
下

の
感
情
線
。
胆
石
は
食
指
と

木
星
丘
を
み
る
。
生
命
線
と

頭
脳
線
の
起
点
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
三
人
に
二
人
は

一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
慎
重

型
・
晩
年
運
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
く
っ
つ
き
の
程
度

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

生
命
線
の
健
康
面
と
頭
脳
線

の
判
断
力
に
つ
い
て
気
を
つ

け
て
み
る
こ
と
。

②
へ
ら
型
の
手
―
心
臓
病
・

脳
貧
血
は
男
性
に
多
く
身
体

に
鞭
打
っ
て
動
き
、
食
生
活

が
ど
の
よ
う
か
で
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
る
。

③
円
錐
型
の
手
―
呼
吸
病
。

女
性
に
多
い
手
で
消
化
器
系

（
肝
臓
・
胆
嚢
・
膵
臓
・
脾

臓
も
入
る
）
。

④
尖
頭
型
の
手
―
胃
腸
病
。

憂
う
つ
症
。
指
先
が
長
く
手
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の
平
の
長
さ
に
対
し
て
中
指

が
8.5
位
。
手
の
平
が
小
さ
い

が
指
の
方
に
重
点
を
お
く
。

⑤
混
合
型
の
手
―
何
故
病
気

の
回
復
が
早
い
か
は
、
体
質

が
三
種
類
以
上
の
要
素
を
含

ん
で
い
る
か
ら
で
普
通
は
二

種
類
位
で
あ
る
。

金
星
帯
―
神
経
質
。
腸
が
悪

い
の
は
、
消
化
器
系
の
あ
る

所
の
生
命
線
な
ど
二
〜
三
ヶ

所
を
み
る
こ
と
で
、
し
っ
か

り
と
し
た
判
断
が
で
き
る
。

（
８
）
手
の
色

白
色
―
白
色
は
肺
臓
。
身
体

が
冷
え
る
。
黒
色
は
腎
臓
・

副
腎
で
粘
り
を
表
す
所
。

紫
色
―
循
環
障
害
・
呼
吸
困

難
・
チ
ア
ノ
ー
ゼ
な
ど
。

青
色
―
胃
腸
。
木
気
か
ら
。

緑
色
―
脾
臓
。

色
と
爪
に
つ
い
て

手
の
色
は
、
黄
色
が
黄
疸
と

言
わ
れ
肝
臓
。
赤
色
は
心
臓
。

赤
と
白
の
斑
(
ま
だ
ら
)
で

赤
が
広
が
る
と
肝
臓
障
害
。

青
色
は
貧
血
症
。
又
金
星
丘

が
青
い
の
は
消
化
器
系
に
問

題
が
あ
り
腸
に
便
が
た
ま
り

や
す
い
。
生
命
線
の
下
の
方

１
／
５
か
ら
下
を
み
る
。
色

が
蒙
色
や
黒
色
は
た
ま
り
や

す
い
。

（
９
）
爪
に
横
溝

寄
生
虫
や
便
秘
症
。

白
い
斑
点
―
寄
生
虫
・
貧
血

な
ど
。
白
点
が
入
る
と
良
い

事
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

爪
が
盛
り
上
が
る
―
動
脈
硬

化
症
。

黒
又
は
青
―
伝
染
病
な
ど
の

血
液
中
毒
症
・
敗
血
症
。

黄
色
の
斑
点
―
肝
臓
症
で
五

指
に
出
る
か
、
ど
の
指
に
で

る
か
で
判
断
。

縦
じ
わ
―
心
臓
。
皮
膚
が
弱

い
。
加
齢
に
な
る
と
二
本
位

出
て
く
る
。
爪
は
心
臓
を
主

に
み
る
と
こ
ろ
。

横
溝
―
そ
れ
ぞ
れ
の
指
の
ど

こ
に
出
る
か
を
み
る
。
中
指

は
自
分
自
身
で
あ
る
。
そ
れ

が
循
環
器
か
ら
き
て
い
る
の

か
、
環
境
か
ら
か
読
み
筋
を

作
る
こ
と
。
各
指
の
病
気
は

プ
リ
ン
ト
を
参
考
に
。

長
爪
―
面
積
が
広
い
大
爪
も
。

呼
吸
器
系
。
小
さ
い
爪
は
心

臓
系
で
性
格
は
短
期
で
物
事

が
早
く
回
転
も
速
い
。

短
い
爪
（
非
常
に
短
い
）
―

平
ら
、
四
角
の
爪
は
心
臓
病
・

病
的
神
経
質
。

三
角
形
の
爪
―
脳
脊
髄
・
中

風
症
。

ど
ん
ぐ
り
状
の
爪
―
動
脈
系
。

オ
ウ
ム
の
く
ち
ば
し
（
先
が

下
が
る
）
は
呼
吸
器
。

碁
石
形
―
碁
石
形
は
肝
臓
。

指
先
が
屋
根
形
と
ア
ー
チ
形

は
腎
臓
・
動
脈
硬
化
な
ど
。

本
日
は
以
上
で
す
。
今
回
は

病
占
一
回
目
で
す
が
、
プ
リ

ン
ト
を
参
考
に
こ
の
位
は
覚

え
て
く
だ
さ
い
。

福
田
先
生
、
長
時
間
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
先
生
に
頂

き
ま
し
た
プ
リ
ン
ト
は
、
大

変
詳
細
で
解
り
や
す
く
、
そ

の
上
ご
丁
寧
な
口
述
を
し
て

頂
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

著
書
紹
介

大
熊
茅
楊
先
生
と
医
学
博
士

齋
藤
穎
先
生
が
、
医
学
と
手

相
の
関
連
性
を
テ
ー
マ
に
し

た
研
究
書
に
、
こ
の
度
福
田

先
生
が
解
説
を
な
さ
り
、
東

洋
書
院
か
ら
「
ズ
バ
リ
！
病

気
は
手
で
わ
か
る
」
の
著
書

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
手
相

学
と
医
学
に
よ
る
病
占
と
し

て
は
他
に
類
を
み
な
い
内
容

豊
富
な
本
で
す
。
皆
様
の
勉

強
に
是
非
お
求
め
く
だ
さ
い
。

第
二
部
「
易
と
気
学
に
よ

る
月
運
判
断
」

本
命
・
七
赤

月
命
・
六
白

四
月
、
気
学
で
七
赤
は
定
位

盤
の
離
宮
九
紫
に
同
会
し
安

定
。
九
紫
の
判
断
か
ら
処
理

す
る
こ
と
は
早
目
に
す
る
が

二
度
同
じ
事
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
カ
ッ
カ
す
る
が
感
情

的
に
な
ら
な
い
こ
と
。
書
類
・

印
鑑
・
サ
イ
ン
等
は
用
心
。

外
向
き
は
七
赤
で
家
の
事
は

月
命
六
白
が
艮
宮
同
会
で
整

理
整
頓
。
不
用
な
物
は
捨
て

る
こ
と
だ
が
、
書
類
や
記
録

し
た
物
を
捨
て
て
は
い
け
な

い
。
目
と
腰
に
注
意
。
精
神

的
に
は
先
々
の
事
で
手
を
打

ち
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
定
め

て
す
る
こ
と
。
派
手
な
交
際

費
や
買
い
物
の
出
費
あ
り
。

四
月

沢
天
夬

上
六

夬
は
答
を
出
す
こ
と
だ
が
、

急
ぐ
と
ミ
ス
を
犯
し
や
す
い
。

月
末
は
注
意
が
必
要
。

五
月

風
雷
益

九
五

気
学
で
は
坎
宮
で
自
重
運
だ

が
易
は
個
人
的
な
運
勢
な
の

で
易
を
主
と
し
て
判
断
し
、

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
る
。

足
元
に
注
意
。

本
命
・
六
白

月
命
・
九
紫

四
月
、
六
白
は
定
位
八
白
に

同
会
し
多
忙
で
処
理
で
き
ず
。

被
同
会
四
緑
破
れ
付
き
で
交

際
面
で
気
に
入
ら
な
い
の
で

他
か
ら
来
る
者
に
は
慎
重
に
。

裏
で
つ
ま
ら
な
い
事
を
言
わ

れ
る
の
で
、
そ
う
は
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

足
腰
の
筋
を
痛
め
る
。
特
に

坐
骨
。
又
被
同
会
四
緑
破
れ

は
、
喉
を
痛
め
八
白
を
捉
え

て
筋
が
張
る
こ
と
か
ら
、
詰

ま
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
。

四
月

地
天
泰

六
五

泰
は
安
定
の
卦
な
の
で
状
況

を
変
え
な
い
こ
と
。
夫
婦
を

表
し
て
い
る
。
妻
が
上
で
夫

が
下
。
口
論
に
注
意
。
六
五

で
水
天
需
を
含
み
食
生
活
が

あ
り
、
食
事
は
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
。

五
月

火
山
旅

九
四

気
学
で
六
白
は
九
紫
に
同
会
、

被
同
会
三
碧
破
れ
付
き
で
、

外
側
の
破
れ
は
運
気
に
影
響

を
与
え
る
。
旅
は
外
出
を
表

し
外
出
が
多
い
。
プ
ラ
ス
と

マ
イ
ナ
ス
が
入
り
混
じ
る
の

で
良
く
吟
味
す
る
こ
と
。
自

分
の
ペ
ー
ス
に
し
た
い
。
月

命
九
紫
で
物
事
を
は
っ
き
り

し
た
く
急
い
で
し
ま
う
。
自

分
が
正
し
い
と
思
う
の
で
様

子
を
見
て
行
動
す
る
こ
と
。

旅
は
外
出
が
多
く
出
費
も
多

い
。
中
旬
に
集
ま
り
等
の
予

定
が
出
て
き
ま
す
。

本
命
・
七
赤

月
命
・
八
白

四
月
、
本
命
と
月
命
が
対
冲

し
、
上
に
七
赤
が
あ
り
答
え

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手
続
き
の
問
題
等
忙
し
い
の

で
合
理
的
に
す
る
。
離
宮
同

会
は
自
分
が
正
し
い
と
思
い
、

自
分
に
道
理
が
あ
る
と
い
う

言
い
方
を
す
る
か
ら
嫌
が
ら

れ
邪
魔
が
入
る
の
で
配
慮
が

必
要
と
な
り
、
精
神
的
不
満

が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
上
下

の
対
冲
が
作
用
し
、
夫
や
子

供
が
裏
付
け
さ
れ
上
の
人
や

下
の
人
に
気
を
遣
う
。
気
疲

れ
・
肩
・
腰
の
疲
れ
が
あ
る
。

食
事
が
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四
月

天
雷
无
妄

六
三

无
妄
は
自
分
の
意
見
を
通
し

た
い
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な

い
。
書
類
・
印
鑑
・
家
の
整

理
等
積
み
重
な
っ
て
い
る
が
、

時
間
通
り
に
ま
と
ま
ら
な
い

の
で
必
要
な
事
だ
け
実
行
す

る
。

五
月

風
天
小
蓄

六
四

何
故
小
蓄
が
出
た
の
か
は
、

七
赤
は
坎
宮
に
同
会
し
、
年

盤
二
黒
で
、
一
白
の
子
供
と

二
黒
の
実
家
の
意
味
が
入
り
、

入
り
乱
れ
た
条
件
が
出
て
く

る
。
坎
宮
は
自
重
す
る
所
で

待
ち
な
さ
い
、
と
言
う
こ
と
。

小
蓄
も
留
ま
る
意
が
あ
る
。

内
卦
に
夫
が
あ
り
、
夫
の
意

見
を
聞
き
た
く
な
い
、
夫
に

対
し
自
分
の
意
見
を
言
い
出

し
た
い
が
、
気
学
で
は
言
っ

て
は
い
け
な
い
と
す
る
。
小

蓄
は
金
銭
問
題
が
表
面
化
す

る
が
、
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
実
家
が
ら
み
の
事

が
あ
っ
て
も
様
子
を
み
る
。

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
。
生
活
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が
不
規
則
に
な
る
の
で
注
意
。

本
命
・
二
黒

月
命
・
二
黒

四
月
は
本
命
・
月
命
共
に
定

位
盤
巽
宮
に
同
会
、
年
盤
五

黄
に
同
会
。
素
直
に
み
る
と

四
緑
に
同
会
し
良
い
と
す
る

が
年
盤
五
黄
に
同
会
す
る
の

で
、
問
題
が
延
び
長
引
く
。

気
学
上
吉
運
だ
が
年
盤
の
五

黄
を
入
れ
る
と
順
調
に
は
行

か
な
い
こ
と
で
半
吉
と
す
る
。

体
調
で
は
、
持
病
が
現
れ
や

す
く
気
管
支
・
喉
が
詰
ま
り

や
す
く
な
る
。
五
月
は
中
宮

に
入
り
周
囲
の
世
話
を
す
る

よ
う
に
な
り
忙
し
い
。
計
画

通
り
に
行
か
ず
、
被
同
会
八

白
で
特
に
家
族
と
の
意
見
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
八
白
を
親
戚
・

家
の
中
と
み
て
親
戚
と
は
上

手
に
話
を
つ
け
延
ば
す
方
が

良
い
。
家
の
修
理
も
待
つ
こ

と
が
良
い
。
気
疲
れ
や
寝
不

足
、
皮
膚
の
湿
疹
に
注
意
。

本
命
・
月
命
が
同
じ
な
の
で

象
意
が
出
や
す
い
月
。

四
月

雷
山
小
過

九
三

小
過
は
や
り
過
ぎ
る
の
で
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
。
一
言
多

く
な
り
噂
話
な
ど
に
相
槌
す

る
と
嫌
な
方
に
流
れ
て
行
く
。

小
過
は
背
中
合
わ
せ
の
形
で

意
見
が
合
わ
な
く
な
り
揉
め

る
の
で
注
意
。
ペ
ッ
ト
が
い

る
場
合
は
面
倒
を
み
る
事
に

な
る
。

五
月

天
沢
履

初
六

履
は
過
去
の
問
題
。
気
学
で

は
中
宮
に
同
会
し
て
い
る
の

で
、
過
去
の
問
題
が
出
る
訳

で
三
ヶ
月
位
の
間
の
事
が
出

て
く
る
が
、
避
け
た
方
が
良

い
。
し
か
し
、
履
は
道
理
を

通
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と

で
常
識
の
判
断
を
す
る
こ
と
。

健
康
面
で
四
月
の
気
学
で
は

出
て
い
な
い
が
、
易
で
は
背

中
と
腰
、
節
々
が
疲
れ
る
。

玄
関
と
入
口
を
綺
麗
に
し
、

気
分
的
に
呪
い
(
ま
じ
な
い
)

を
す
る
と
気
分
が
良
く
な
る
。

本
命
・
八
白

月
命
・
九
紫

四
月
は
坎
宮
に
同
会
し
、
家

族
や
子
供
、
仕
事
上
は
職
場

の
仲
間
。
一
白
に
入
る
と
淋

し
い
気
分
に
な
り
同
調
し
て

く
れ
る
人
を
望
み
た
く
な
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
く
な
る
。

八
白
の
心
と
九
紫
の
心
が
あ

り
、
ど
ち
ら
の
勢
い
が
あ
る

か
。
月
命
の
九
紫
の
動
き
が

あ
り
、
古
い
友
人
・
実
家
・

母
・
同
級
生
等
の
条
件
が
表

れ
る
。
古
い
方
に
な
る
の
は
、

心
を
安
定
さ
せ
た
い
、
落
ち

つ
き
た
い
と
思
う
時
な
の
で

ゆ
っ
く
り
す
る
。
交
際
に
お

金
を
か
け
ず
家
の
為
に
使
う

よ
う
に
す
る
。

四
月

風
水
換

六
四

換
は
散
ら
す
。
嫌
な
事
を
散

ら
し
て
く
れ
る
。
水
の
作
用

が
あ
り
、
お
水
取
り
を
す
る

と
良
い
。
水
は
疲
れ
を
除
く

水
が
あ
り
、
家
族
を
大
事
に

す
る
愛
情
の
水
も
あ
る
。
心

配
事
は
中
旬
に
無
く
な
り
ま

す
。

五
月

艮
為
山

初
六

本
命
八
白
は
暗
剣
殺
が
付
く

の
で
調
子
づ
く
と
頭
を
叩
か

れ
る
。
暗
剣
付
き
は
勢
い
が

あ
り
、
職
場
や
家
庭
の
身
近

な
所
で
揉
め
事
が
起
こ
り
や

す
い
。
問
題
か
ら
逃
げ
る
方

法
と
し
て
艮
為
山
の
卦
は
、

家
の
事
に
専
念
す
れ
ば
良
い
。

家
が
二
つ
あ
る
と
い
う
事
は
、

実
家
の
事
や
二
つ
の
問
題
を

抱
え
る
時
期
だ
が
、
乗
り
出

さ
ず
様
子
を
み
る
こ
と
が
大

切
。
問
題
を
抱
え
過
ぎ
な
い

こ
と
と
二
ヶ
月
先
迄
延
ば
す

よ
う
に
す
る
。
艮
為
山
は
ど

の
よ
う
な
場
所
が
良
い
の
か
。

家
や
古
い
都
、
又
遺
跡
を
表

す
が
、
初
爻
な
の
で
近
い
所
、

郷
土
史
や
縁
の
あ
る
所
を
探

す
。
外
の
付
き
合
い
よ
り
も

自
分
の
学
び
を
す
る
と
良
い
。

本
命
・
六
白

月
命
・
五
黄

二
ヶ
月
先
の
流
れ
を
参
考
に

す
る
と
解
り
や
す
い
。
一
ヶ

月
単
位
で
読
み
と
る
場
合
に

は
枠
が
決
ま
る
が
、
二
ヶ
月

な
ら
流
れ
が
出
て
く
る
。
艮

宮
八
白
の
所
か
ら
離
宮
九
紫

に
移
り
、
先
々
の
事
を
読
ん

で
い
る
。
主
体
が
一
つ
あ
り
、

家
の
中
、
家
族
の
事
、
金
銭

や
健
康
問
題
等
が
肩
に
か
か
っ

て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事

の
見
通
し
が
つ
く
の
は
五
月

に
な
り
、
離
宮
で
答
え
が
出

ま
す
。
先
月
迄
は
気
が
楽
で

あ
っ
た
が
、
四
月
か
ら
用
事

が
出
て
き
て
い
る
の
で
、
夜

眠
れ
な
か
っ
た
り
、
時
々
目

が
覚
め
た
り
等
の
状
態
が
出

る
。
こ
れ
ら
の
答
え
は
、
五

月
に
な
る
と
自
分
で
出
せ
る

よ
う
に
な
る
。
信
念
を
貫
き

た
い
と
意
地
を
張
り
、
頑
張

ろ
う
と
思
う
が
、
妥
協
で
き

ず
に
突
っ
走
っ
て
し
ま
う
。

四
月

兌
為
沢

九
五

兌
は
七
赤
。
七
赤
・
七
赤
の

二
つ
で
あ
り
、
易
の
七
赤
は

定
位
で
四
月
は
五
黄
被
同
会
。

少
し
の
ん
び
り
し
た
い
。
三

月
は
用
事
が
重
な
り
疲
れ
が

出
た
が
、
四
月
は
回
復
さ
せ

る
時
。
歯
の
問
題
が
出
る
が

食
欲
は
あ
る
。
外
出
も
多
く

出
費
も
多
く
な
る
が
心
配
な

い
。
一
言
多
く
な
り
が
ち
な

の
で
余
分
な
事
は
言
わ
な
い

よ
う
に
す
る
。
口
内
炎
や
舌
、

飲
み
込
む
時
の
様
子
が
あ
り
、

沢
山
頬
張
る
と
つ
か
え
る
の

で
食
道
に
注
意
。
逆
流
性
の

食
道
炎
等
で
胃
が
も
た
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。

五
月

水
山
蹇

六
四

蹇
は
足
腰
を
止
め
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
気
学
で

は
良
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

易
で
は
核
心
に
ふ
れ
た
事
に

は
手
を
出
せ
な
い
と
い
う
形

に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
ス
ッ

キ
リ
し
な
い
。
四
月
の
問
題

を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
、

慌
て
て
答
え
を
出
さ
な
い
方

が
良
い
と
い
う
易
の
ア
ド
バ

イ
ス
。
足
腰
の
疲
れ
。
九
紫

同
会
で
首
の
疲
れ
は
右
側
。

月
命
が
艮
宮
同
会
で
本
人
が

疲
れ
た
と
い
う
意
識
が
出
る
。

調
子
に
乗
ら
ず
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

本
命
・
五
黄

月
命
・
七
赤

四
月

巽
為
風

九
五

人
の
出
入
り
に
注
意
。
外
出

が
多
く
出
費
が
伴
う
時
。
内

心
は
気
楽
に
行
き
た
い
が
、

月
命
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

気
を
楽
に
し
な
が
ら
用
事
に

枠
が
あ
り
止
め
ら
れ
る
。
書

類
関
係
の
ミ
ス
に
注
意
。
巽

為
風
で
情
報
の
漏
れ
に
下
旬

注
意
。
の
ど
風
邪
で
熱
を
伴

う
。
歯
の
具
合
は
ど
う
か
。

五
月

天
火
同
人

初
六

人
と
人
と
が
接
す
る
意
。
本

命
艮
宮
、
月
命
坎
宮
に
き
て

い
る
の
で
、
上
に
立
た
ず
下

で
我
慢
す
る
こ
と
。
同
人
な

の
で
仲
間
と
上
手
に
付
き
合

う
。
初
爻
な
の
で
上
旬
が
多

忙
。
足
腰
の
疲
れ
、
腰
痛
は

以
前
に
痛
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
、
六
名
の
月
運
判
断

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回

も
全
員
の
月
筮
を
お
持
ち
下

さ
い
ま
し
た
こ
と
、
長
時
間

の
ご
指
導
に
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

半
田

晴
詠

去
る
四
月
二
十
三
日
か
ね

て
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
た

『
江
戸
の
五
色
不
動
尊
巡
り
』

に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
の
中
、

七
十
一
名
の
方
が
朝
早
い
上

野
に
お
集
ま
り
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
希
望
者
が
多
く

バ
ス
も
二
台
の
運
行
と
な
り
、
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一
号
車
は
福
有
宵
先
生
・
二

号
車
は
佐
藤
宗
昡
先
生
で
出

発
致
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
台
東

区
三
ノ
輪
『
永
久
寺
』
目
黄

不
動
尊
で
す
。

既
に
バ
ス
の
中
で
ご
真
言

を
唱
え
て
の
お
参
り
と
な
り

ま
し
た
。
福
田
先
生
の
お
話

に
よ
り
ま
す
と
、
お
不
動
様

に
『
こ
れ
か
ら
お
詣
り
さ
せ

て
頂
き
ま
す
』
と
言
う
ご
挨

拶
だ
そ
う
で
す
。

不
動
明
王
の
真
言

『
ノ
ウ
マ
ク

サ
ン
マ
ン

ダ

バ
ザ
ラ
ダ
ン

セ
ン
ダ

ン

マ
カ
ロ
シ
ャ
ダ
ヤ

ソ

ハ
タ
ヤ

ウ
ン
タ
ラ
タ

カ

ン
マ
ン
』

お
不
動
尊
さ
ま
の
前
で
は
、

改
め
て
開
経
偈
・
真
言
・
般

若
心
経
を
一
同
で
唱
え
ま
し

た
。
こ
の
所
作
は
、
こ
れ
以

降
の
お
不
動
尊
の
前
で
も
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
次
に
向

か
い
ま
し
た
の
が
、
江
戸
川

区
平
井
『
最
勝
寺
』
目
黄
不

動
尊
で
す
。
見
応
え
の
あ
るs

朱
塗
の
三
門
は
、
一
風
変
わ
っ

て
い
て
屋
根
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
の
ご
住
職
は
中
尊
寺
の

ご
住
職
も
兼
ね
て
お
ら
れ
る

そ
う
で
、
今
回
は
た
ま
た
ま

平
井
に
い
ら
し
て
い
た
と
伺

い
、
こ
れ
も
参
加
者
皆
さ
ま

の
功
徳
の
致
す
と
こ
ろ
と
感

心
致
し
ま
し
た
。

ご
住
職
の
お
話
に
よ
り
ま

す
と
、
最
初
ご
本
尊
は
向
島

に
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
大

正
初
め
の
区
画
整
理
で
今
の

と
こ
ろ
へ
お
移
り
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
お
昼
の
時
間
に

な
り
、
バ
ス
は
一
路
お
台
場

へ
。
有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
「
つ
き
じ
魚
惣
」

さ
ん
で
昼
食
。
と
こ
ろ
が
本

館
は
月
曜
日
定
休
日
と
言
う

の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
私
達
の
た

め
に
お
昼
を
準
備
し
て
く
さ
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
状
態
で

す
の
で
贅
沢
に
も
貸
切
で
ゆ
っ

く
り
と
お
昼
を
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

次
に
向
か
い
ま
し
た
の
が
、

目
黒
区
下
目
黒
『
龍
泉
寺
』

目
黒
不
動
尊
で
す
。
参
道
左

手
に
は
『
水
か
け
不
動
明
王
』

お
寺
の
後
ろ
に
は
銅
造
の
大

日
如
来
様
も
見
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。

雨
も
少
し
霧
雨
に
な
っ
た

頃
、
目
青
不
動
尊
の
あ
る
世

田
谷
太
子
堂
『
教
学
院
』
に

向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
三

軒
茶
屋
の
駅
が
近
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
昔
懐
か
し
い
風

景
が
広
が
る
異
空
間
、
ま
る

で
昭
和
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
場
所
で
し
た
。

心
な
し
か
写
真
も
青
い
霧
に

包
ま
れ
た
よ
う
に
写
っ
た
よ

う
で
不
思
議
で
す
。

目
白
不
動
尊
は
豊
島
区
高

田
『
金
乗
院
』
に
向
か
う
頃

に
は
、
辺
り
は
少
し
暗
く
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

お
寺
の
方
が
、
私
達
の
た
め

に
門
を
開
け
て
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
の

お
不
動
さ
ま
は
『
こ
の
地
は

諸
仏
内
証
秘
密
の
浄
土
な
れ

ば
、
有
為
の
穢
火
を
き
ら
え

う

い

え

か

り
、
故
に
凡
夫
登
山
す
る
事

か
た
し
、
今
汝
に
無
漏
の
浄

む

ろ

火
を
あ
た
う
べ
し
』
と
い
わ

れ
て
自
ら
の
左
手
を
切
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
左
手
か

ら
、
霊
火
が
燃
え
出
た
お
姿

の
お
不
動
尊
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
不
動
尊
に
共

通
す
る
の
は
左
の
辮
髪
を
垂

れ
、
衆
生
を
救
い
、
自
ら
の

頭
の
上
に
あ
る
蓮
の
花
に
助

け
賜
う
お
姿
で
す
。
右
手
に

持
つ
破
邪
顕
正
の
両
刃
の
剣

は
、
不
正
を
許
さ
ず
正
義
を

実
現
す
る
た
め
の
も
の
だ
そ

う
で
す
。
恐
ろ
し
い
形
相
と

は
裏
腹
に
、
慈
愛
慈
悲
に
満

ち
た
お
心
に
、
心
が
洗
わ
れ

る
思
い
で
し
た
。

最
後
に
伺
っ
た
目
赤
不
動

尊
は
文
京
区
本
駒
込
の
『
南

谷
寺
』
で
す
。
大
師
堂
の
右

手
に
は
六
人
の
お
地
蔵
さ
ま

が
、
左
手
に
は
今
が
盛
り
と

八
重
桜
が
そ
れ
は
見
事
に
咲

い
て
い
ま
し
た
。

一
度
に
な
か
な
か
回
れ
る

も
の
で
は
な
い
『
五
色
不
動

尊
巡
り
』
に
、
今
回
参
加
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
が
有
り
難

い
で
す
。

『
ま
た
次
回
も
企
画
し
て

く
だ
さ
い
』
と
い
う
ご
意
見

が
多
数
上
げ
ら
れ
、
実
現
す

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

五
色
不
動
尊
さ
ま
巡
り
も

無
事
に
終
わ
り
帰
り
の
一
号

車
の
バ
ス
の
中
で
智
円
尼
僧

ち

え
ん

か
ら

『
立
ち
向
か
う
人
の

心
は
鏡
な
り

己
の
姿
を
写

し
て
や
み
ん
』
毎
日
が
修
行

で
す
よ
。
与
え
ら
れ
た
事
を

こ
な
し
て
い
き
な
さ
い
。
人

が
ど
う
の
と
言
う
の
で
は
な

く
ど
う
受
け
止
め
る
か
が
大

切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
相
手

を
責
め
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
す
よ
。
心
が
先
に
病
み
そ

れ
か
ら
体
に
出
て
病
気
に
な

る
の
で
す
。

そ
う
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。合

掌

池
田

亜
弥

四
月
二
十
三
日
（
月
）
上

野
公
園
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
九
時
十
五
分
に
出
発
し

ま
し
た
。
一
号
車
、
二
号
車

の
順
に
乗
り
、
私
は
一
号
車

で
吉
祥
寺
教
室
の
十
二
名
の

方
々
と
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

朝
か
ら
の
雨
も
不
思
議
な
こ

と
に
酷
い
雨
に
遭
っ
た
の
は
、

乗
り
降
り
十
二
回
の
う
ち
二

回
位
で
そ
の
後
は
傘
な
し
で

参
拝
出
来
る
一
日
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
生
の
日
頃
の
ご

尽
力
に
よ
っ
て
六
つ
の
不
動

尊
を
一
日
で
参
拝
出
来
た
の

は
と
て
も
嬉
し
く
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。

最
初
は
目
黄
不
動
尊
か
ら

の
参
拝
、
福
田
先
生
の
先
達

で
開
経
偈
、
不
動
真
言
、
般

若
心
経
を
一
同
心
を
こ
め
唱

和
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

二
番
目
の
目
黄
、
最
勝
寺

で
は
ご
住
職
は
東
北
の
中
尊

寺
貫
主
様
で
す
が
、
前
日
に

用
事
の
た
め
に
戻
ら
れ
た
と

の
こ
と
。
ふ
く
よ
か
な
ご
住

職
を
拝
顔
さ
せ
て
頂
き
本
当

に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

福
田
先
生
か
ら
以
前
教
え

て
下
さ
っ
た
風
水
学
や
五
色

と
五
行
説
の
お
話
が
、
ご
住

職
の
ご
法
話
の
中
に
あ
り
五

色
不
動
の
由
来
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
本
堂
内
は
立
派
な

荘
厳
で
お
不
動
様
は
す
ば
ら

し
い
半
眠
の
お
姿
を
拝
む
こ

と
が
出
来
て
嬉
し
い
限
り
で

す
。
昼
食
は
和
食
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
日
本
三
大
不
動
の
一

つ
と
い
わ
れ
る
目
黒
不
動
尊

へ
参
拝
、
本
堂
は
長
い
階
段

の
上
に
あ
り
下
か
ら
見
上
げ
、

最
近
右
膝
が
痛
い
私
に
は
と

て
も
無
理
で
は
な
い
か
と
一

瞬
思
い
が
よ
ぎ
り
立
ち
止
り

ま
し
た
が
頑
張
っ
て
昇
り
き

り
下
り
は
難
な
く
降
り
て
く

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、

こ
れ
も
お
不
動
様
の
お
力
の

お
陰
と
感
じ
ま
し
た
。

ご
本
尊
の
不
動
明
王
は
秘
仏

で
十
二
年
に
一
度
の
酉
年
が

ご
開
帳
と
聞
き
次
は
平
成
十

九
年
の
酉
年
ま
で
数
え
て
み

ま
す
と
私
は
八
十
八
才
で
す
。

元
気
で
頑
張
ら
な
く
て
は
と

目
標
を
立
て
ま
し
た
。

裏
手
に
は
大
き
く
て
す
ば

ら
し
い
大
日
如
来
坐
像
が
あ

り
、
こ
の
参
拝
の
話
が
あ
っ

た
と
き
先
生
は
二
年
前
九
十

才
で
亡
く
な
っ
た
主
人
の
写

真
を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
と

い
わ
れ
、
八
白
の
守
り
で
あ

る
大
日
如
来
様
に
向
か
っ
て

念
じ
て
参
り
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
福
田
先
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
由
緒
あ
る

お
寺
の
話
を
伺
い
、
ま
た
今
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野
智
円
師
か
ら
聖
天
様
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
聖
天
様
は
神
仏
両
部

の
意
味
を
も
つ
と
の
こ
と
知

恵
と
病
気
平
癒
の
た
め
に
神

意
を
示
さ
れ
る
と
い
わ
れ

「
た
ち
む
か
う
人
の
心
は
鏡

な
り
、
お
の
が
心
を
う
つ
し

て
や
み
ん
」
こ
の
言
葉
は
自

分
の
心
を
う
つ
し
て
み
よ
う

受
け
取
り
方
が
修
行
で
あ
る

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
自
分
の
心
が
あ
り
、

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
病
気
に
し
て

も
全
て
心
で
あ
る
と
、
智
円

師
は
マ
イ
ク
を
通
し
て
説
か

れ
ま
し
た
。
私
も
心
の
持
ち

方
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ

る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

帰
路
は
予
定
通
り
六
時
に
上

野
駅
に
到
着
し
無
事
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
沢
山
の
経
験

を
思
い
出
し
な
が
ら
久
し
振

り
に
先
生
と
の
日
帰
り
旅
行

で
本
当
に
楽
し
く
有
意
義
な

一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

お
不
動
様
、
そ
し
て
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
唱

酒
井

洋
子

五
色
不
動
尊
め
ぐ
り
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
学
び
の
機

会
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
結
界
」
と
云
う
言
葉
も
久

し
振
り
に
聞
く
言
葉
で
、
江

戸
を
守
る
為
に
五
色
不
動
尊

を
配
置
し
た
こ
と
。
し
か
し

我
々
の
知
る
五
行
の
色
・
配

置
と
現
存
す
る
お
寺
と
で
は

配
置
が
異
な
っ
て
る
事
も
不

思
議
っ
だ
っ
た
し
、
お
不
動

様
と
龍
そ
し
て
雨
が
関
係
し

て
い
る
事
も
知
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
雨
の
日
で
も
お
陰

様
で
濡
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り

感
ぜ
ず
不
思
議
な
気
が
し
ま

し
た
。
三
ノ
輪
の
「
永
久
寺
」

目
黄
不
動
、
平
井
の
「
最
勝

寺
」
目
黄
不
動
、
目
黒
の

「
龍
泉
寺
」
そ
の
他
の
示
す

目
黒
不
動
、
三
軒
茶
屋
に
あ

る
「
教
学
院
」
の
目
青
不
動
、

目
白
・
神
田
川
沿
い
の
「
金

乗
院
」
目
白
不
動
、
そ
し
て

駒
込
・
本
郷
通
り
に
あ
る

「
南
谷
寺
」
の
目
赤
不
動
と

お
参
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
不
動
様
の
表

情
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
が
、

何
よ
り
も
そ
こ
を
守
る
住
職

さ
ん
達
の
個
性
あ
る
お
話
の

内
容
に
感
銘
を
い
た
し
ま
し

た
。

お
不
動
様
の
お
顔
の
左
側
に

垂
れ
て
い
る
「
辮
髪
」
に
は

役
割
の
あ
る
こ
と
、
頭
上
に

は
蓮
の
花
が
あ
り
辮
髪
を
よ

じ
登
っ
た
人
間
を
乗
せ
て
次

の
ス
テ
ー
ジ
へ
連
れ
て
行
く

こ
と
。
両
眼
を
見
開
い
て
る

ご
不
動
様
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
大
体
は
右
目
を
ひ
ら
き
、

左
目
は
半
眼
に
し
て
全
て
を

観
て
い
る
、
何
事
も
見
逃
さ

な
い
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
普

段
は
あ
ま
り
仏
像
の
写
真
を

撮
る
こ
と
は
自
粛
し
て
い
る

の
で
す
が
、
平
井
の
「
最
勝

寺
」
の
住
職
さ
ん
（
現
在
は

中
尊
寺
の
管
主
を
お
勤
め
の

人
）
が
写
し
て
も
い
い
で
す

よ
と
許
し
て
く
れ
た
の
で
、

そ
の
気
に
な
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
み
た
の
で
す
が
あ

ま
り
良
く
写
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

ほ
か
の
ご
不
動
様
も

同
じ
よ
う
に
暗
く
て
良
く
写
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

や

は
り
、
仏
象
は
写
真
に
撮
る

も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

さ
て
、
バ
ス
の
中
で
の
お
話

に
、
心
に
残
る
お
話
が
あ
り

ま
し
て
の
で
、

触
れ
て
み
ま
す
と
、
福
田
先

生
が
「
智
円
先
生
」
に
何
か

皆
様
へ
と
お
願
い
し
た
時
。

智
円
先
生
は
比
叡
山
で
の
大

変
な
難
行
を
積
ん
で
こ
ら
れ

た
方
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

「
修
行
」
は
辛
い
難
行
だ
け

を
こ
な
す
の
で
は
無
く
、
日

常
の
場
の
中
で
で
き
る
も
の

で
す
と
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
、

心
の
平
安
を
求
め
る
こ
と
、

日
常
生
活
の
中
で
、
相
手
の

こ
と
で
は
な
く
、
自
分
自
身

は
ど
う
か
を
常
に
考
え
る
こ

と
が
修
行
で
す

そ
し
て
、

「
立
ち
向
こ
う
人
の
心
は

鏡
な
り
、
お
の
が
心
を
映
し

て
や
み
ん
」
と
云
う
歌
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

常
に

自
分
の
こ
こ
ろ
を
先
に
考
え

る
こ
と
で
、
相
手
を
攻
め
る

事
は
な
く
な
り
ま
す
。

心
の
不
安
定
が
体
調
を
崩
し

て
い
る
キ
ッ
カ
ケ
で
す
、
ス

ト
レ
ス
か
ら
胃
を
や
ら
れ
、

疲
れ
る
こ
と
で
身
体
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
や
ま
い

を
発
生
す
る
・
・
・
正
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

我
々
、
鑑
定
を
す
る
人
の
大

切
な
点
は
、
相
談
者
の
こ
こ

ろ
の
状
態
を
見
て
あ
げ
る
こ

と
、
表
に
出
た
現
象
の
陰
に

隠
れ
て
い
る
そ
の
人
の
心
の

中
を
深
く
洞
察
し
て
、
こ
こ

ろ
の
わ
だ
か
ま
り
を
解
い
て

さ
し
あ
げ
る
こ
と
。

様
々

な
鑑
定
法
は
そ
の
為
に
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

は

か
ら
ず
も
、
五
色
不
動
尊
め

ぐ
り
に
バ
ス
の
中
で
聞
く
言

葉
の
中
に
、
私
な
り
の
ヒ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
不

動
様
の
お
力
で
し
ょ
う
か
？

乾
象

記

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
4

月
23
日
に
「
江
戸
の
五
色
不

動
尊
巡
拝
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
巡
拝
は
8
年
越
し

の
計
画
と
い
う
こ
と
で
、
私

自
身
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
行
事
の
一

つ
で
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
７
１
名

で
当
初
大
型
バ
ス
と
小
型
バ

ス
の
2
台
の
予
定
で
し
た
が
、

大
型
バ
ス
2
台
で
巡
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
前
日
か
ら

雨
の
予
報
で
、
も
ち
ろ
ん
当

日
も
朝
か
ら
雨
で
し
た
。
し

か
し
、
ど
の
お
寺
で
も
バ
ス

か
ら
降
り
、
歩
い
て
お
寺
ま

で
移
動
す
る
時
は
小
雨
の
中

を
移
動
し
ま
し
た
。

「
江
戸
五
色
不
動
」
は
、
寛

永
年
間
の
中
頃
に
徳
川
三
代

将
軍
家
光
公
が
天
海
僧
正
の

具
申
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
鎮

護
と
天
下
泰
平
を
祈
願
し
て

江
戸
城
の
周
り
に
五
ヶ
所
の

「
不
動
尊
」
を
選
抜
し
た
も

の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
今
回
巡
拝
し
た
６
つ
の

不
動
尊
に
な
り
ま
す
。
（
目

黄
不
動
尊
は
、
２
ヶ
所
あ
り

ま
す
。
）

五
色
と
は
、
ご
存
知
の
通
り

古
代
中
国
の
五
行
説
を
ル
ー

ツ
に
持
ち
、
木
・
火
・
土
・

金
・
水
の
五
つ
の
要
素
か
ら

万
物
が
成
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

東

＝
青
＝
木

南

＝
赤
＝
火

中
央
＝
黄
＝
土

西

＝
白
＝
金

北

＝
黒
＝
水

不
動
明
王
は
、
密
教
の
中

心
仏
で
あ
る
大
日
如
来
の
化

身
と
さ
れ
火
炎
を
背
に
憤
怒

の
形
相
を
し
て
い
る
。
右
手

第５１号 有 宵 会 だ よ り 平成２４年５月吉日

五
色
不
動
尊
巡
拝
し
て

今
平

乾
象

江
戸
の
五
色
不
動
尊
巡
拝

清
水

允
冬



に
剣
、
左
手
に
羂
索
（
け
ん

じ
ゃ
く
）
と
い
う
縄
を
持
ち
、

そ
の
剣
で
衆
生
の
煩
悩
・
災

難
を
縛
り
上
げ
、
断
ち
切
る

こ
と
を
示
す
。
縄
で
衆
生
を

救
い
と
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
は
、
各
自
お
賽
銭
と
お
参

り
を
し
た
後
に
、
皆
で
御
真

言
と
お
経
（
般
若
心
経
）
を

皆
で
唱
え
ま
し
た
。
不
動
明

王
の
御
真
言
は
以
下
の
通
り

で
す
。

『
な
う
ま
く

さ
ん
ま
ん
だ

ば
ざ
ら
だ
ん

せ
ん
だ

ま
か

ろ
し
や
だ

そ
わ
た
や

う
ん

た
ら
た

か
ん
ま
ん
』

今
回
、
巡
っ
た
順
番
は
次

の
通
り
で
す
。

午
前

1

目
黄
不
動
尊

台
東
区

三
ノ
輪
２
‐
１
４

天
台
宗

養
光
山
金
碑
院

永
久
寺
（
え
い
き
ゅ
う
じ
）

2

目
黄
不
動
尊

江
戸
川

区
平
井
1
‐
２
５

天
台
宗

牛
宝
山
明
王
院

最
勝
寺
（
さ
い
し
ょ
う
じ
）

午
後

3

目
黒
不
動
尊

目
黒
区

下
目
黒
3
‐
２
０

天
台
宗

泰
叡
山

瀧
泉
寺

（
り
ゅ
う
せ
ん
じ
）

4

目
青
不
動
尊

世
田
谷

区
太
子
堂
４
‐
１
５
‐
１

天
台
宗

竹
園
山
最
勝
寺

教
学
院
（
き
ょ
う
が
く
い
ん
）

5

目
白
不
動
尊

豊
島
区

高
田
２
‐
１
７

真
言
宗

豊
山
派

東
豊
山

新
長
谷
寺

金
乗
院
（
こ
ん

じ
ょ
う
い
ん
）

6

目
赤
不
動
尊

文
京
区

本
駒
込
１
‐
２
０
‐
１
７

天
台
宗

大
聖
山

南
谷
寺

（
な
ん
こ
く
じ
）

ま
ず
、
1
番
目
の
目
黄
不

動
尊
は
、
台
東
区
三
ノ
輪
の

永
久
寺
。
こ
こ
は
酉
の
市
で

お
な
じ
み
の
長
國
寺
の
近
く

に
位
置
し
ま
す
。
集
合
場
所

の
上
野
駅
か
ら
も
バ
ス
で
す

ぐ
の
と
こ
ろ
で
す
。
駐
車
場

は
な
い
た
め
バ
ス
は
道
路
上

で
待
機
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
寺
は
歩
い
て
す
ぐ
の
と
こ

ろ
で
す
。
こ
こ
の
お
寺
の
ご

住
職
は
個
性
的
な
お
方
で
当

初
４
０
枚
の
ご
朱
印
を
お
願

い
し
て
お
り
、
後
に
７
５
枚

を
お
ね
が
い
し
た
が
、
当
初

の
枚
数
し
か
で
き
な
い
と
の

こ
と
。
今
後
参
拝
さ
れ
た
い

方
で
、
ご
朱
印
を
頂
戴
し
た

い
と
き
は
、
事
前
に
お
電
話

で
お
願
い
し
て
訪
問
さ
れ
た

ほ
う
が
よ
ろ
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

次
に
２
番
目
に
訪
問
し
た

の
も
目
黄
不
動
尊
、
こ
ち
ら

は
江
戸
川
区
平
井
の
最
勝
寺
。

バ
ス
で
移
動
し
て
広
い
道

（
都
道
449
号
）
で
降
車
し
、

小
雨
の
中
を
み
ん
な
で
傘
を

差
し
て
歩
き
ま
し
た
。
こ
こ

は
、
約
５
０
０
ｍ
の
道
の
り

を
歩
き
ま
し
た
。
お
堂
の
前

に
は
蓮
の
入
っ
た
壺
が
い
く

つ
か
置
か
れ
て
お
り
、
き
れ

い
な
お
庭
が
印
象
的
で
し
た
。

堂
内
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
で
御
真
言
と
般
若
心

経
の
お
経
を
唱
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
住
職
の
説
法
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
住
職

は
普
段
は
不
在
で
、
い
つ
も

は
岩
手
県
平
泉
の
中
尊
寺
に

お
ら
れ
る
お
方
で
偶
然
用
事

が
あ
り
こ
ち
ら
に
こ
ら
れ
た

そ
う
で
、
こ
の
お
寺
が
、
こ

の
地
に
移
動
に
な
っ
た
経
緯

を
お
話
く
だ
さ
り
、
東
日
本

大
震
災
の
と
き
は
皆
様
に
助

け
ら
れ
た
と
お
礼
を
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
偶
然
の
出

会
い
と
は
い
え
、
ご
縁
な
の

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
参
拝
は
、
こ
れ

で
終
わ
り
ま
し
た
。
お
台
場

で
食
事
を
済
ま
せ
て
首
都
高

で
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
の
３
番
目
に
訪
問
し

た
の
は
、
目
黒
不
動
尊
、
こ

ち
ら
は
も
ち
ろ
ん
目
黒
区
下

目
黒
の
瀧
泉
寺
。
バ
ス
で
移

動
し
て
山
手
通
り
で
降
車
し

小
雨
の
中
を
み
ん
な
で
傘
を

差
し
て
歩
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
約
５
０
０
ｍ
の
道
の
り

で
、
途
中
商
店
街
の
中
を
歩

き
ま
し
た
。
自
家
用
車
だ
と

境
内
の
前
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

の
駐
車
場
も
あ
り
ま
し
た
。

（
毎
月
28
日
は
大
縁
日
で
、

こ
の
時
は
駐
車
で
き
な
い
か

も
知
れ
な
い
で
す
。
）
階
段

を
上
が
る
と
大
き
な
立
派
な

大
本
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
堂

内
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
で
御
真
言
と
般
若
心
経
の

お
経
を
唱
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ご
住
職
の
説
法
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
は
写
真
厳

禁
な
の
で
ご
注
意
を
！
！
そ

の
後
、
大
本
堂
の
背
後
に
あ

る
露
座
の
銅
製
仏
像
を
拝
見

し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
ご
立

派
な
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
の
仏
像
は
膝
前
で
印

を
結
ぶ
胎
蔵
界
大
日
如
来
像

で
、
天
和
3
年
（
1683
年
）
の

作
だ
そ
う
で
す
。
行
か
れ
た

と
き
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

次
に
4
番
目
の
目
青
不
動

尊
、
こ
ち
ら
は
世
田
谷
区
太

子
堂
の
教
学
院
。

バ
ス
で
移
動
し
て
世
田
谷
通

り
で
降
車
し
、
約
２
０
０
ｍ

の
道
の
り
で
す
。
車
が
一
台

程
度
通
れ
る
道
を
歩
き
、
東

急
世
田
谷
線
の
線
路
を
越
え

て
右
へ
曲
が
り
す
ぐ
の
と
こ

ろ
で
し
た
。
目
の
前
に
は
終

点
の
三
軒
茶
屋
の
駅
が
あ
り

ま
し
た
。
入
り
口
か
ら
入
り

正
面
に
不
動
堂
が
あ
り
ま
す
。

お
堂
の
奥
の
お
不
動
様
を
拝

見
し
、
皆
で
、
屋
外
で
お
参

り
を
し
ま
し
た
。
お
堂
の
右

手
の
木
の
下
に
咲
い
て
い
る

シ
ャ
ガ
（
著
莪
）
の
花
が
と

て
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

次
に
5
番
目
の
目
白
不
動
尊
、

豊
島
区
高
田
の
金
乗
院
。

バ
ス
で
移
動
し
て
目
白
通
り

で
降
車
し
約
３
０
０
ｍ
の
道

の
り
、
住
宅
街
の
坂
を
下
っ

た
と
こ
ろ
の
右
側
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
の
お
不
動
様
は
、

正
面
右
手
の
階
段
を
上
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
特
徴

的
な
仏
像
で
、
左
腕
を
切
り

取
ら
れ
た
仏
像
で
す
。
最
初

に
こ
こ
で
各
自
お
参
り
を
済

ま
せ
て
、
正
面
の
金
乗
院
の

前
に
移
動
し
、
皆
で
御
真
言

と
般
若
心
経
の
お
経
を
唱
え

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
す
で

に
16:00
で
し
た
。

最
後
に
6
番
目
の
目
赤
不

動
尊
、
文
京
区
本
駒
込
の
南

谷
寺
で
す
。

バ
ス
で
移
動
し
て
本
郷
通

り
で
降
車
し
た
目
の
前
で
し

た
。
地
下
鉄
だ
と
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
の
本
駒
込
か
ら
も

近
く
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
境

内
に
入
っ
て
本
堂
の
右
手
に

不
動
堂
が
あ
り
、
各
自
そ
こ

で
お
参
り
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

こ
こ
に
と
て
も
き
れ
い
に
咲

い
て
い
た
八
重
桜
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
に
本
堂
の
中

へ
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
で
御
真
言
と
般
若
心
経
の

お
経
を
唱
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ご
住
職
の
説
法
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
赤
目

不
動
尊
の
由
来
を
お
聞
き
し
、

伊
賀
国
（
三
重
県
）
に
あ
る

赤
目
四
十
八
滝
に
ご
縁
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

三
毒
（
貪
：
と
ん
・
瞋
：
じ
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ん
・
痴
：
ち
）
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
常
生
活

に
お
い
て
最
も
悪
い
煩
悩
を

仏
教
で
は
「
三
毒
」
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
三
毒
を
追
放
す

る
事
で
、
こ
の
嫌
な
時
代
を

元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の
と

い
う
内
容
で
す
。

・
貪
：
と
ん

と
は
、
怒
り

の
こ
と
で
、
す
ぐ
に
感
情
的

に
な
り
、
瞬
間
的
に
爆
発
す

る
タ
イ
プ
。
悪
い
の
は
相
手
、

自
分
は
正
し
い
と
信
じ
て
い

る
。
反
対
意
見
を
言
わ
れ
る

と
や
っ
つ
け
て
や
る
と
攻
撃

的
。
（
む
さ
ぼ
る
と
も
い
い
、

飲
み
放
題
食
べ
放
題
な
ど
食

べ
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
事
と

の
こ
と
で
し
た
。
）

瞋
：
じ
ん

と
は
、
他
人

の
成
功
を
素
直
に
喜
べ
ず
、

他
人
の
不
幸
を
ほ
く
そ
笑
む
。

最
初
か
ら
負
け
を
認
め
て
い

な
が
ら
、
自
分
自
身
の
努
力

不
足
を
棚
に
挙
げ
、
言
い
訳

が
ま
し
く
し
相
手
を
密
か
に

攻
撃
す
る
。

痴
：
ち

と
は
、
グ
チ
グ

チ
と
管
を
巻
き
、
ウ
ジ
ウ
ジ

仲
間
と
憂
さ
晴
ら
し
。
不
平

不
満
を
語
ら
せ
た
ら
ピ
カ
イ

チ
。
現
状
を
直
視
す
る
事
が

出
来
ず
、
自
分
は
世
界
で
一

番
可
哀
想
だ
と
信
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
を
出
る
頃

に
は
、
あ
た
り
は
暗
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
上
野
駅
に
帰

る
車
内
で
は
、
お
神
酒
を
頂

戴
し
無
事
に
巡
拝
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
数
年

前
か
ら
企
画
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
木
島
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
も
、
こ

れ
か
ら
参
拝
さ
れ
る
皆
様
も

お
不
動
様
の
ご
加
護
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
！
！

以
下
は
、
一
号
車
の
バ
ス

内
で
の
お
話
の
内
容
で
す
。

今
回
の
巡
拝
に
参
加
さ
れ
た

今
野
智
円
さ
ま
は
、
比
叡
山

で
も
修
行
さ
れ
た
女
性
の
大

阿
闍
梨
様
で
お
ら
れ
ま
す
。

初
め
て
お
逢
い
す
る
ご
縁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
の
生
ま
れ
月
の
守
り
本

尊
様
（
ご
自
分
の
守
り
本
尊

は
、
一
覧
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
）
に
お
参
り
す

る
こ
と
も
大
事
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
聖
天
様
（
し
ょ
う

で
ん
さ
ま
）
を
お
参
り
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
よ
ろ
し
い

と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聖
天
様
は
、
仏
様
で
あ
り
神

様
で
あ
り
、
お
願
い
事
を
聞

い
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
し
っ

か
り
と
日
々
祀
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
、
修
行
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
日
々
の
生
活

す
る
こ
と
が
修
行
。
み
ん
な

毎
日
家
事
に
、
仕
事
に
、
生

活
し
て
い
る
こ
と
が
修
行
し

て
い
る
の
だ
と
の
お
話
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

守
り
本
尊
一
覧
表

子
年
と
１
２
月
生
ま
れ
の
人

千
手
観
音
菩
薩
（
せ
ん
じ
ゅ

か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
）

丑
・
寅
と
１
・
２
月
生
ま
れ

の
人

虚
空
蔵
菩
薩
（
こ
く
ぞ
う
ぼ

さ
つ
）

卯
年
と
３
月
生
ま
れ
の
人

文
殊
菩
薩
（
も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ

つ
）

辰
・
巳
年
と
４
月
生
ま
れ
の

人普
賢
菩
薩
（
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
）

午
年
と
６
月
生
ま
れ
の
人

勢
至
菩
薩
（
せ
い
し
ぼ
さ
つ
）

未
・
申
年
と
７
・
８
月
生
ま

れ
の
人

大
日
如
来
（
だ
い
に
ち
に
ょ

ら
い
）

酉
年
と
９
月
生
ま
れ
の
人

不
動
明
王
（
ふ
ど
う
み
ょ
う

お
う
）

亥
・
戌
年
と
１
０
月
生
ま
れ

の
人

阿
弥
陀
如
来
（
あ
み
だ
に
ょ

ら
い
）

清
水

允
冬

四
月
二
十
三
日
、
福
田
先

生
は
じ
め
諸
先
輩
の
ご
尽
力

に
よ
り
念
願
の
五
色
不
動
尊

参
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

新
宿
教
室
・
四
谷
教
室
で

共
に
学
ん
で
き
た
、
永
田
啓

子
さ
ん
が
闘
病
中
な
の
で
、

少
し
で
も
お
不
動
様
の
御
力

が
頂
け
た
ら
と
の
願
い
も
込

め
て
の
お
参
り
で
し
た
。

永
田
さ
ん
と
初
め
て
ご
一

緒
に
御
府
内
八
十
八
カ
所
を

二
年
か
け
て
満
願
し
終
え
た

後
の
心
の
清
々
し
さ
に
、
次

は
坂
東
三
十
三
観
音
（
二
回

巡
り
ま
し
た
）
東
京
三
十
三

観
音
（
途
中
で
し
た
）
、
京

都
が
大
好
き
で
一
年
に
二
回

は
家
族
旅
行
し
て
い
ら
し
た

の
で
、
安
心
し
て
お
任
せ
で

き
た
し
、
京
都
青
蓮
院
で
の

関
西
三
十
六
不
動
が
一
同
に

揃
っ
て
の
出
開
帳
を
拝
観
、

そ
し
て
関
東
三
十
六
不
動
参

り
を
半
分
位
終
わ
ら
せ
て
、

ど
う
し
て
も
五
色
不
動
だ
け

は
行
き
ま
し
ょ
う
ね
。
と
願
っ

て
い
た
矢
先
に
、
抗
が
ん
剤

治
療
が
始
ま
っ
て
、
延
び
延

び
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
五
色
不
動
参
り
を
し

て
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
ご
主

人
様
か
ら
の
お
手
紙
が
届
い

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
好

き
だ
っ
た
桜
も
咲
き
始
め
た

四
月
五
日
に
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
と
い
う
お
知
ら
せ
で

し
た
。

『
千
の
風
』
に
な
っ
て
の

歌
詞
の
よ
う
に
私
達
の
バ
ス

と
一
緒
に
お
参
り
に
参
加
し

て
い
た
の
か
し
ら
と
思
っ
て

し
ま
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
、

お
知
ら
せ
。

観
音
様
も
そ
う
だ
け
ど
、

お
不
動
様
を
お
参
り
す
る
と

ご
利
益
大
き
く
て
身
体
の
痛

み
が
取
れ
て
楽
に
な
る
の
よ

ね
。
と
明
る
く
話
し
て
い
ら

し
た
お
姿
か
ら
は
、
ま
だ
ま

だ
ご
一
緒
に
学
び
、
お
参
り

に
も
行
け
る
と
感
じ
る
位
お

元
気
で
、
昨
年
の
十
二
月
迄

四
谷
教
室
に
も
い
ら
し
て
い

た
の
で
急
な
事
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

福
田
先
生
と
は
お
母
様
か

ら
引
き
続
き
の
長
い
ご
縁
と

伺
い
ま
し
た
。
と
て
も
信
心

深
く
優
し
い
方
で
一
生
懸
命

生
き
て
こ
ら
れ
た
啓
子
さ
ん

の
ご
冥
福
を
、
心
よ
り
お
祈

り
す
る
と
共
に
闘
病
生
活
、

お
疲
れ
様
で
し
た
、
心
安
ら

か
に
ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ

さ
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

合
掌

宮
崎

民
子

永
田
さ
ん
と
は
、
福
田
先

生
の
四
谷
教
室
で
一
緒
に
幹

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
仲
良
く
さ
せ
て
頂
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

何
時
も
静
か
で
丁
寧
に
、

幹
事
の
役
目
な
ど
何
も
知
ら

な
い
私
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を

教
え
て
下
さ
っ
た
、
と
て
も

聡
明
で
優
し
い
方
で
し
た
。

一
番
の
想
い
出
は
、
毎
月

一
回
、
三
人
で
行
っ
た
『
三

十
三
観
音
巡
拝
』
で
す
。
巡

拝
バ
ス
が
出
発
す
る
新
宿
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
前
で
永
田
さ
ん

と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
上
野

か
ら
乗
車
の
宮
崎
さ
ん
と
合

流
。
観
音
様
に
お
詣
り
に
行

く
と
言
う
よ
り
も
食
事
や
買

い
物
を
楽
し
む
日
帰
り
バ
ス

ツ
ア
ー
の
様
で
、
と
て
も
待

ち
遠
し
い
月
一
回
の
楽
し
み

で
し
た
。

し
か
し
そ
の
様
な
不
謹
慎

な
私
と
大
違
い
な
永
田
さ
ん

第５１号 有 宵 会 だ よ り 平成２４年５月吉日

訃
報
の
お
知
ら
せ

宮
崎

民
子

永
田
さ
ん
の
思
い
で

尾
高

聡
子



は
、
い
つ
も
一
心
に
観
音
様

に
手
を
合
わ
せ
て
お
詣
り
を

し
て
い
た
そ
の
姿
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
作
り
方
を
手
芸
の
得
意
な

宮
崎
さ
ん
に
、
林
さ
ん
も
加

わ
り
教
え
て
頂
い
て
い
た
の

で
す
が
、
四
人
の
他
愛
も
な

い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

の
作
業
も
楽
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
長
い
間

四
谷
教
室
の
為
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
、
誠
実
な
お
人

柄
の
永
田
さ
ん
に
お
会
い
出

来
な
く
な
っ
た
こ
と
は
残
念

で
寂
し
く
思
い
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

尾
高

聡
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信

賛
助
金
と
し
て
左
記
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
川
裕
梨
・
佐
藤
宗
昡
・

岩
崎
紀
子
・
八
川
林
加
・
吉

田
侑
加
・
伊
藤
璃
香

寺
地
正
子
様
（
故
伊
藤
瑛

梨
様
ご
長
女
）
よ
り
ご
芳
志

（
四
万
円
）
を
頂
戴
し
、
賛

助
金
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

福
田
理
事
長
か
ら
、
「
ズ
バ

リ
！
病
気
は
手
で
わ
か
る
」

の
売
上
差
益
（
二
万
円
）
を

寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す

と

の
お
申
し
入
れ
が
あ
り
、
会

へ
の
賛
助
金
と
し
て
頂
戴
し

ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局

伊
藤

璃
香

お
花
見

四
月
七
日
、
綾
瀬
教
室

（
午
前
）
終
了
後
、
有
志
二

十
数
名
で
桜
見
物
に
行
き
ま

し
た
。
場
所
は
定
番
の
「
上

野
恩
賜
公
園
」
で
す
。
今
年

は
季
節
の
ズ
レ
で
桜
の
開
花

が
遅
れ
、
七
日
は
満
開
と
な
っ

た
ば
か
り
。
絶
妙
な
タ
イ
ミ

ン
グ
に
も
恵
ま
れ
て
桜
は
ひ

と
き
わ
見
事
で
す
。

人
混
み
を
縫
っ
て
、
ま
ず

は
東
照
宮
へ
参
拝
。
お
み
く

じ
を
引
い
た
り
写
真
を
撮
っ

た
り
し
な
が
ら
の
場
所
捜
し
。

少
し
小
高
い
と
こ
ろ
に
落
ち

着
き
ま
し
た
が
、
福
田
先
生

差
し
入
れ
の
清
酒
三
本
、
ワ

イ
ン
と
そ
の
量
に
び
っ
く
り
！

さ
ぞ
重
た
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
に
…
。
滅
多
に
手
に

入
ら
な
い
お
酒
も
あ
っ
て
、

皆
に
飲
ま
せ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
先
生
の
思
い
が
体
中
に

沁
み
渡
っ
た
快
い
ほ
ろ
酔
い

に
身
を
置
い
て
周
囲
を
見
渡

す
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

げ
に
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
、

い
つ
も
の
お
花
見
風
景
が
戻
っ

て
い
ま
し
た
。
「
桜
あ
っ
て

の
お
花
見
、
見
る
人
あ
っ
て

の
桜
」
。
ほ
ん
の
僅
か
な
盛

り
の
間
に
人
々
を
魅
了
し
尽

す
「
桜
」
、
や
は
り
凄
い
存

在
で
す
。

昨
年
は
三
月
の
大
震
災
の

こ
と
も
あ
り
、
お
花
見
へ
の

声
も
上
が
ら
ず
で
自
然
消
滅
。

今
年
は
満
開
な
の
に
な
ぜ
か

華
や
か
さ
が
な
く
、
白
く

「
楚
々
」
と
し
た
佇
ま
い
の

桜
に
見
え
て
、
な
に
や
ら
寂

し
さ
を
覚
え
た
の
は
私
だ
け

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

後
日
、
朝
日
新
聞
に
八
十

三
歳
の
男
性
の
投
書
を
見
ま

し
た
。
以
下
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

『

桜
咲
く
「
音
」

春
雨

に
似
て
た

「
今
晩
あ
た
り
、
桜
が
い
っ

せ
い
に
咲
き
出
し
そ
う
な
の

で
、
花
が
咲
く
音
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

よ
」

中
学
校
に
勤
め
て
い
た
あ
る

日
、
用
務
員
さ
ん
か
ら
、
こ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

桜
の
花
の
咲
く
音
…
…
。
想

像
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

な
の
で
、
ど
う
し
た
ら
聞
け

る
の
か
と
尋
ね
た
ら
、
他
の

音
が
一
切
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
深
夜
に
、
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

午
前
一
時
ご
ろ
、
校
庭
の
一

番
大
き
な
木
の
下
に
立
っ
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
静
寂
の

中
に
も
力
強
く
、
春
雨
の
よ

う
な
、
絶
え
間
な
い
音
を
聞

け
た
の
で
す
。
幻
聴
と
は
思

え
ま
せ
ん
。

も
し
聞
き
た
い
人
が
い
た
ら
、

な
る
べ
く
大
木
の
、
し
か
も

本
数
の
多
い
所
に
出
か
け
、

花
が
一
斉
に
開
く
暖
か
い
無

風
の
夜
が
、
狙
い
目
と
思
い

ま
す
。
集
音
器
な
ど
も
用
意

し
、
耳
を
澄
ま
せ
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。
』

来
年
も

穏
や
か
な
お
花
見

が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

伊
藤

璃
香
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事
務
局
だ
よ
り

①
次
回
の
例
会
は
有
宵
会

総
会

日
時

七
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
十
五
分
よ
り

場
所

「
足
立
区
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
例
会
後

懇
親
会
予
定
）

②
講
演

（
午
後
二
時
〜

三
時
三
十
分
）

講
師

大
橋
一
彌

様
（
介

護
専
門
員
・
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

テ
ー
マ

老
々
介
護
の
問
題
、

認
知
症
、
か
ら
だ
の
ケ
ア
ー

他
、
高
齢
化
社
会
の
現
状
と

予
防
の
お
話
で
す
。

③
有
宵
会
旅
行

九
月
十
八
日
（
火
）
・
十

九
日
（
水
）

郡
山
・
会
津

方
面「

コ
ロ
リ
三
観
音
様
」
を

始
め
と
す
る
由
緒
あ
る
神
社

仏
閣
巡
拝
で
す
。

平
日
な
の
で
早
目
に
予
定

を
立
て
て
下
さ
い
。

④
日
本
占
術
協
会
総
会

日
時

六
月
十
日
（
日
）

午
後
二
時
よ
り

場
所

九
段
下
・
「
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
」

四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

「
江
戸
五
色
不
動
尊
巡
拝
」

は
、
参
加
七
十
一
名
、
バ
ス

二
台
を
連
ね
、
意
義
あ
る
参

拝
が

皆
さ
ま
ご
好
評
の
う

ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

会
員
訃
報

永
田
啓
子

様

（
享
年
六
十
六
歳
）

謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

平
成
二
十
四
年
三
月
の
例
会

に
は

六
十
三
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局

伊
藤

璃
香

編
集
後
記

皆
様
方
か
ら
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

占
例
も
大
歓
迎

で
す
。

宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

佐
藤
宗
昡


